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国民的大運動で岸田内閣打倒を
　
「
国
葬
」の
強
行
、
統
一
協
会
と
自
民
党
と
の

癒
着
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
無
為
無
策
と
逆

行
、
大
軍
拡
の
暴
走
ー
岸
田
政
権
の
行
き
詰

ま
り
と
危
機
が
噴
き
出
し
支
持
率
が
急
落
。

「
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
経
済
を
立
て
直

す
、
大
軍
拡
を
許
さ
ず
憲
法
⒐
条
を
守
り
生

か
す
」ー
こ
の
二
大
課
題
で
国
民
的
な
大
運
動

を
お
こ
し
、岸
田
内
閣
を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。

「こんな政治は変えたい」という願いを一つにあつめ「こんな政治は変えたい」という願いを一つにあつめ

暮
ら
し
と
経
済
立
て
直
し
大
軍
拡
許
さ
ず
９
条
守
る

　

物
価
高
騰
の
さ
な
か
に
医

療
や
介
護
の
負
担
増
を
押

し
つ
け
る
血
も
涙
も
な
い
岸

田
政
権
、こ
ん
な
政
権
に
、日

本
経
済
の
か
じ
と
り
を
ま
か

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

賃
上
げ
を
軸
に
転
換
す
る

　

日
本
共
産
党
は「
緊
急
提

案
」
を
発
表
（
裏
面
参
照
）。

大
企
業
の
内
部
留
保
に
課

税
し
、
税
収
を
中
小
企
業
の

賃
上
げ
直
接
支
援
に
あ
て
、

最
低
賃
金
を
時
給
１
５
０
０

円
以
上
に
引
き
上
げ
る
。消

費
税
５
％
へ
の
緊
急
減
税
と

イ
ン
ボ
イ
ス
の
中
止
。社
会

保
障
と
教
育
の
負
担
軽
減

の
た
め
全
力
を
つ
く
し
ま

す
。

食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

引
き
上
げ
も
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
す
。

急
い
で
外
交
ビ
ジ
ョ
ン

　

岸
田
政
権
は「
敵
基
地
攻

撃
能
力
」
の
保
有
を
な
し
崩

し
的
に
進
め
、
大
軍
拡
で
暮

ら
し
、
平
和
、
憲
法
を
こ
わ

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
日
本
に
必
要
な
の

は
、
憲
法
９
条
を
生
か
し
た

外
交
戦
略
で
す
。東
ア
ジ
ア

地
域
の
す
べ
て
の
国
々
を
包

摂
す
る
平
和
の
枠
組
み
を

発
展
さ
せ
る
「
外
交
ビ
ジ
ョ

ン
」の
実
現
に
奮
闘
し
ま
す
。

　

統
一協
会
と
自
民
党
と
の
癒
着
問
題
で
岸

田
文
雄
首
相
の
問
題
点
は
、
癒
着
への
無
反

省
と
隠
ぺい
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
で
す
。日

本
共
産
党
は
、
統
一
協
会
の
反
社
会
的
活

動
、
政
治
と
の
癒
着
を
一掃
し
、
被
害
者
救

済
を
は
か
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
て
奮
闘

し
ま
す
。

統
一
協
会
の
反
社
会
活
動
政
治
と
の
癒
着
の
一
掃
を

統一協会と政務３役の癒着
大串正樹･デジタル副大臣 「政策協定」に署名
山田賢司･外務副大臣 「政策協定」に署名
木原誠二･官房副長官 「推薦状」受け取る
伊野俊郎･防衛副大臣 統一協会側が後援会設立
山際大志郎･経済再生相(辞任) 統一協会と数々の接点

塩
川
鉄
也
議
員
に
答
弁
す
る

木
原
官
房
副
長
官（
手
前
）と
、

大
串
内
閣
府
副
大
臣
（
右
奥
）

＝
４
日
、衆
院
内
閣
委

塩
川
鉄
也
議
員
に
答
弁
す
る

木
原
官
房
副
長
官（
手
前
）と
、

大
串
内
閣
府
副
大
臣
（
右
奥
）

＝
４
日
、衆
院
内
閣
委

質
問
す
る
塩
川
鉄
也
衆
院

議
員
＝
４
日
、衆
院
内
閣
委

質
問
す
る
塩
川
鉄
也
衆
院

議
員
＝
４
日
、衆
院
内
閣
委

質
問
す
る
塩
川
鉄
也
衆
院

議
員
＝
４
日
、衆
院
内
閣
委

　

平
和
と
民
主
主
義
の
危
機
、「
自
己
責

任
」の
押
し
付
け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
社

会
や
進
ま
な
い
気
候
危
機
対
策―

―

。理

不
尽
な
現
実
を
前
に
し
て
、あ
な
た
も
、自

分
は
ど
う
す
べ
き
か
を
深
く
考
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
を
つ
く
る
の
は
、人
々
の
た
た
か
い

で
す
。

　

自
ら
の
幸
せ
と
社
会
進
歩
を
重
ね
て
生

き
る
、生
き
が
い
あ
る
人
生
へ
の一
歩
を
、と

も
に
踏
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
共
産
党
へ
の

入
党
を
心
か
ら
よ
び

か
け
ま
す
。（「
入
党
の

よ
び
か
け
」
よ
り
抜

粋
。全
文
は
↓
）

あ
な
た
の
入
党
を
心
か
ら
よ
び
か
け
ま
す

党創立１００周年の年に



10
月
24
日
、
参
院
予
算

委
で
、
い
わ
ぶ
ち
議
員
は
、

岸
田
政
権
の
原
発
政
策
を

批
判
し
、
方
針
の
撤
回
を

迫
る
と
と
も
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

求
め
ま
し
た
。

　

岸
田
政
権
は
原
発
の
再

稼
働
だ
け
で
な
く
、
歴
代

政
権
も
踏
み
込
ま
な
か
っ

た「
新
増
設
」や「
運
転
延

長
」ま
で
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
い
わ
ぶ
ち
氏
は「
福
島
第

一
原
発
と
同
じ
よ
う
な
事

故
が
起
き
な
い
と
言
え
る

か
」
と
質
す
と
岸
田
文
雄

首
相
は
「
１
０
０
％
の
安
全

は
な
い
。」
と
答
え
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　
い
わ
ぶ
ち
氏
は
「
福
島

は
、
11
年
た
って
も
ふ
る
さ

と
を
奪
わ
れ
て
い
る
。原
発

事
故
を
も
う
終
わ
っ
た
こ

と
に
す
る
の
か
」
と
迫
り

「
原
発
ゼ
ロ
と
地
域
と
共
生

す
る
再
生

可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
」

と
主
張
し

ま
し
た
。

　

統
一協
会（
世
界
平
和

統
一家
庭
連
合
）
と
の
癒

着
が
相
次
い
で
発
覚
し

た
山
際
大
志
郎
経
済
再

生
担
当
相
の
辞
任
に
つ

い
て
、岸
田
文
雄
首
相
は

10
月
25
日
の
衆
院
本
会

議
で
謝
罪
し
、「
旧
統
一

協
会
問
題
へ
の
対
応
や

経
済
対
策
、
補
正
予
算

審
議
に
集
中
す
る
こ
と

を
最
優
先
し
、（
辞
任

を
）
了
と
し
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
日
本
共

産
党
の
塩
川
鉄
也
衆
院

議
員
は
、
辞
任
に
あ
た

り
統
一
協
会
と
の
癒
着
へ

の
反
省
が
な
い
こ
と
を

批
判
。首
相
の
任
命
責

任
を
厳
し
く
問
う
と
と

も
に
、
政
府
・
自
民
党

と
統
一協
会
と
の
癒
着
の

徹
底
調
査
を
求
め
ま
し

た
。

　賃上げを軸に内需を活発にして実体経済を立て直す
１、働く人が豊かになってこそ、経済も強くなる……賃上げを実現する
緊急で効果のある対策を

２、消費税の緊急減税、物価高騰の中だからこそ、社会保障と教育の
負担軽減を

３、中小企業･小規模事業者をつぶさない ―― 大量倒産･廃業の危機
を打開する本格的な支援策を

４、食料･エネルギーの自給率向上 ―― 国民生活と経済の安定のため
にも、食料危機･気候危機打開という人類的課題のためにも
　富裕層･大企業に応分の負担を求め、暮らしも経済も押しつぶす大
軍拡をやめる ―― 財源についての日本共産党の立場

　日本共産党の小池晃書記局長と田村智子
政策委員長は１０日、国会内で記者会見し、日
本共産党の「物価高騰から暮らしと経済を立
て直す緊急提案」を発表しました。
　小池氏は「賃上げを軸に実体経済を立て
直すと同時に、日本経済を大本から改革し、
持続可能な成長を実現する経
済政策の抜本的転換の提案
です」と述べました。
（緊急提案全文→）

首
相
説
明
に
対
し
発
言
す
る
塩
川

鉄
也
議
員
＝
25
日
、衆
院
本
会
議

首
相
説
明
に
対
し
発
言
す
る
塩
川

鉄
也
議
員
＝
25
日
、衆
院
本
会
議

癒着の反省一言もない
山際担当相辞任 塩川氏が追及

統
一
協
会
と
の
関
係

徹
底
調
査
を
求
め
る

原発新増設･運転延長批判
参
院
予
算
委
で
い
わ
ぶ
ち
友
議
員

衆院
議員塩川鉄也
国会報告
参院
議員いわぶち友

衆院
議員塩川鉄也
国会報告
参院
議員いわぶち友

記者会見で「緊急提案」を発表する小池晃書記局
長（右）と田村智子政策委員長＝10日、国会内
記者会見で「緊急提案」を発表する小池晃書記局
長（右）と田村智子政策委員長＝10日、国会内

岸田首相に質問する いわぶち友議員＝２４日岸田首相に質問する いわぶち友議員＝２４日

賃上げ軸に実態経済立て直す
緊急提案の主なポイント

物価高から
暮らし･営業守る

緊急提案を発表緊急提案を発表緊急提案を発表


